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CHAPTER

社 会
マツダは、交通事故などの自動車会社として注力すべき社会課題の解決に向け、取り組みを進めています。
マツダの持つ技術などを活用し、人々の豊かな暮らしに貢献できる活動も、併せて進めています。

CONTENTS

 P64  【課題】安全・安心なクルマ社会の実現
 P75 【課題】心豊かに生活できる仕組みの創造
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世界の交通事故死亡者数の推移（～2016年）

世界保健機関(WHO)ガイドラインに基づき、以下に掲載のグラフをマツダにて作成

  Death on the roads 
based on WHO Global Status Report on Road Safety 2018

安全・安心なクルマ社会の実現

交通事故による死亡者数は、先進国では安全技術の向上など
により、横ばいまたは減少傾向にある一方、新興国ではモータリ
ゼーション（自家用乗用車の普及）の進展に伴い増加傾向にあ
り、世界全体では2016年時点で年間約135万人もの人々が命
を落としています。
自動車業界には、交通死亡事故ゼロを目指した、歩行者や自動
車乗員などの安全確保、重大事故の防止、自動運転関連技術の
活用・適正利用促進など、車両安全対策の推進が求められてい
ます。

社会課題の認識
■ 社会課題解決に取り組む理由
2030年ごろには、進化した先進安全技術の普及により、交通事
故は減少傾向を示し、グローバルで安全・安心に移動できる社
会に向かうと考えられます。
マツダは、全ての人が全ての地域で自由に移動し、心豊かに生
活できる仕組みを創造し築いていくことにより、安全・安心なク
ルマ社会の実現を目指します。

課題解決に向けたマツダの考え方

■ 社会課題解決に向けた考え方

クルマ

道路・
インフラ

交通環境の整備の動きに
連携した取り組み人々への安全啓発

人

「クルマ」「人」「道路・インフラ」の3つの視点で「安全・安心なクル
マ社会」を目指し、安全への取り組みを進めていきます。

安全なクルマの
開発・商品化

安全・安心への取り組み3つの視点

https://extranet.who.int/roadsafety/death-on-the-roads/#trends/
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クルマへの取り組み

安全技術に磨きをかけ続けるとともに、世の中に普及してこそ価
値を発揮するという考えの下、技術開発を推進しています。マツ
ダは、独自の安全思想「MAZDA PROACTIVE SAFETY（マツダ・
プロアクティブ・セーフティ）」のもと、IT技術を活用した高度運転
支援技術の開発を継続し、運転者も同乗者も周囲の人も安全・
安心なクルマづくりを進め、2040年を目途に自動車技術で対策
が可能なものについては、自社の新車が原因となる死亡事故ゼ
ロを目指します。

 MAZDA PROACTIVE SAFETY
（マツダ・プロアクティブ・セーフティ）：
マツダが目指す安全性能の考え方

マツダは、ドライバー・人間を理解・信頼・尊重することを重視す
る安全性能の考え方「MAZDA PROACTIVE SAFETY」のもと、
安全技術の研究・開発を行っています。
安全に運転するためには、認知・判断・操作の各ステップで適切
に行動することが重要です。運転する環境が変化しても、正しく認
知・判断することをサポートし、安全に安心して運転していただき
たいと考えています。
しかし、人間は時として避けられないミスを起こします。万が一の
ドライバーのミスにも対応できるように、事故被害を防止・軽減
することをサポートする技術を開発・提供していきます。
リスクが発生し拡大している時には、クルマ側のセンシング機能
を使ってドライバーに危険を気付かせ、安全運転をサポートしま
す。さらに、ミスをゼロにはできない人間の本質を理解し、時とし
て避けられないドライバーのヒューマン・エラーに対しても可能
な限り発生を防ぎ、「もしも」の場合は、クルマの安全機能によっ
て事故の回避をサポートまたは事故被害を軽減します。
このように、安全対策のアプローチは、「もしも」から考える（結果
対策から考える）対応ではなく、普段の運転の質を高め、事故に
至る原因の芽を早期に摘み取ることを目指しています。
こうした人間尊重と人間理解に基づいた安全技術の提供を通じ
て、ドライバーの安全・安心な運転を支えていきます。

正しい「認知」→
「判断」→「操作」により、

安全に安心して運転している状態

リスクが
迫っている状態

お客さまの使用状態 マツダが提供する安全性能低

高

被
害
の
リ
ス
ク

事故が起きて事故が起きて
しまった状態しまった状態
事故が起きて
しまった状態

避けられない状態

傷害低減

事故低減

衝突時の乗員保護と　
歩行者などの保護

事故の被害を軽減

ドライバーに
危険を気付かせ、
安全運転をサポート

良好な運転環境
（視界視認性、操作性）と
優れた操縦安定性で
安全運転をサポート

MAZDA PROACTIVE SAFETY：
マツダが目指す安全性能の考え方
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■ 基本安全技術の継続的進化と全車標準化
マツダは「安全・安心なクルマ社会」を目指し、ドライビングポジ
ション、ペダルレイアウト、視界視認性、ヒューマン・マシン・イン
ターフェースなどの基本安全技術の継続的進化と全車標準化
を進めています。

理想的なドライビングポジション
人とクルマのインターフェースであるペダルやステアリングなど
の主要な運転操作機器の配置（レイアウト）について、操作しや
すく疲れにくい運転姿勢を追求しています。

快適に運転できる関節の角度を追求
ドライバーが素早く正確に力を出せる脱力状態をもたらす「快
適関節リンク角」の理論に基づいて、小柄な方から大柄な方ま
で、さまざまな体格のお客さまが適切なドライビングポジション
で運転できることを目指し設計しています。2019年に導入した
MAZDA3では、より適切なドライビングポジションを実現すべ
く、小柄な方がシートを前寄りにした際の窮屈感を低減するた
めに、テレスコピック機構※1の調整幅を拡大し、ポジション調整
の精度を向上させました。さらに、カップホルダーをシフトの前
に配置するなどフロントコンソールのレイアウトを一新しました。

■ 理想的なドライビングポジションへのサポート
理想的なドライビングポジションにより、適切に運転操作を実施
できるだけでなく、とっさの操作時の危険回避の可能性や、衝突
時の乗員被害軽減の可能性が高まると考えています。この考え
のもと、マツダは、「マツダ・ドライビング・アカデミー」(  P74)

などのイベントにて、専門家によるポジションの合わせ方をレク
チャーする講習を行ってきました。
CX-60では、より多くの人がマツダが理想と考えるドライビング
ポジションで運転できるよう、自動ドライビングポジションガイド
を導入しました※2。ドライバー・パーソナライゼーション・システ
ムの1つであるこの機能は、ドライバーが入力した身長情報に加
え、カメラで目の位置を測定することで、ドライバーの体格を推
定。シート、ステアリング、アクティブドライビングディスプレーと
アウターミラーの位置の角度を自動で調整します。より自分に合
うよう、ご自身での微調整も可能です。

「快適関節リンク角」イメージ

TOPICS 「2022～2023 日本自動車殿堂
カーテクノロジーオブザイヤー」選定

＊1  それ以前の受賞：2011～2012年度のデミオ SKYACTIV-G 1.3、2012～2013年度の
CX-5 SKYACTIV-D 2.2、2014～2015年度のデミオ SKYACTIV-D 1.5

1

3

2

アウターミラー

イメージ画像

イメージ画像 イメージ画像

体格認識

電動ステアリング/
電動テレスコピック

アクティブ・
ドライビング・
ディスプレイ

   「2022～2023 日本自動車殿堂 カーテクノロジーオブザイヤー」に選定

※1 ステアリングを前後に移動できる機構。
※2 一部グレードのみ。

CX-60のドライビングポジションサポートとドライバー緊急時
対応の技術が、「2022～2023 日本自動車殿堂 カーテクノロ
ジーオブザイヤー」に選定されました。マツダ車が「日本自動車
殿堂 カーテクノロジーオブザイヤー」に選定されたのは今回が
4回目となります。＊1

赤外線付きカメラでドライバーを見守り、閉眼状態等による眠
気・居眠り検知、姿勢や頭部位置の変化等により体調急変を高
い精度で検出する「ドライバー・モニタリング」、心臓、脳の血管、
てんかんなど脳神経や低血糖等の疾患による意識喪失に対し
て、ドライバーの運転が継続できないと判断した場合にクルマ
が自動で減速停止し、緊急通報まで繋げる先進安全技術「ドラ
イバー異常時対応システム（DEA）」、安全な運転や衝突時の乗 
員被害の軽減につながる自動ドライビングポジションガイドに
より、シート・ステアリング・アウターミラーなどを自動で調整し、
推奨するドライビングポジションに誰でも簡単に合わせられる
ようサポートする「ドライバー・パーソナライゼーション・システ
ム」が評価されました。

https://newsroom.mazda.com/ja/publicity/release/2022/202211/221108b.html
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■ 理想的なペダル配置
自然な姿勢で踏める理想的なペダル配置を実現するため、従
来よりもフロントタイヤとタイヤハウスを前方に移動しシートに
座って自然に足を前に出した位置にアクセルペダルを配置した
ほか、アクセルペダルとブレーキペダルの間隔を見直しました。
これにより、無理のない運転姿勢での快適な長時間の走行や、
よりスムーズなコントロールができるようになりました。また、こ
の見直しは、とっさの際のペダルの踏み間違い低減や疲労軽減
にも貢献しています。

自然な姿勢で踏めるレイアウト

AWDの場合
一般的な後輪駆動ベース
AWDプラットフォーム CX-60 AWD

後輪駆動（FR）でも4輪駆動（AWD）でも
理想的なペダル配置を実現
ラージ商品群第1弾となるCX-60では、エンジン縦置きパワー
ユニットを採用しています。トランスミッションレイアウトの関係
上、理想的なペダルレイアウトの実現には課題がありましたが、ト
ランスミッションをスリム化することで、ペダルレイアウトの課題
を解決しました。また、AWDの前輪駆動シャフトレイアウトを工
夫し、軽量コンパクトなAWDシステムを開発することで、AWD

でも理想的なペダルレイアウトを実現しました。開発の工夫に
より十分なペダルスペースを確保し、FR車でもAWD車でも、自
然な姿勢で踏めるペダルレイアウトを実現することで、�人馬 

一体�につながる理想のドライビングポジションを可能としました。

体が捻じれた姿勢 無理のない快適な姿勢

新旧オルガンペダル

オルガン式アクセルペダルの採用
踏み込む足とペダルが同じ軌跡を描くためかかとがずれにくく、
アクセルペダルがコントロールしやすいオルガン式アクセルペダ
ルを採用しました。2019年に導入したMAZDA3からは、オル
ガンペダルの支点を、従来型に比べてドライバーのかかと位置
に近づける構造を新開発。これにより、踏み込み時の軌跡ズレが
小さくなり、ふくらはぎの筋肉をより効率的に使えるようになって
います。

従来 MAZDA3

ペダル軌跡 ペダル軌跡

軌跡ズレ 軌跡ズレ

かかと
位置

かかと
位置

足の軌跡 足の軌跡

支点 支点
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■ 優れた視界視認性
ドライバーが周囲の状況（道路環境、周辺車両や障害物、子ども
を含む歩行者など）を素早く認知できるようサポートし、的確な
対応ができるよう、良好な視界を確保することを重視していま
す。マツダでは、現在発売されている全ての乗用車において、ド
アミラー越しの視界を広げるため、ドアミラーをドア外板に取り
付けるとともにその位置を下げています。2019年に導入した
MAZDA3から、Aピラー自体の細さと、従来よりも死角が少なく
なる造形の工夫により、子どもが巻き込まれやすい左折時など
の視認性を向上させています。

改良したAピラーにより拡大した見開き角

周囲の状況確認をサポートするシースルービューの導入
CX-60では、ドライバーが周囲の状況確認をする際、より安心し
ていただけるよう、シースルービューを搭載しました※1。シース
ルービューは、「みつけられる」「なにかわかる」「ぶつかるかわか
る」の３つの機能を有したカメラシステムにより、車室内から見え
ているような映像を映し出すことが可能な視界サポート技術で
す。この技術により、障害物や歩行者をより早く発見することを
可能にするとともに、ドライバーの駐車時や出車時の不安解消
もサポートすることができます。

■みつけられる： フロント（リア）映像とサイド映像の一部を統合
することにより、見える範囲を拡大

■なにかわかる： 対象物を大きく立体的に表現することにより、
斜め（運転席）から見たような映像へ加工

■ぶつかるかわかる：クルマの最外側と予想進路線を表示する

死角が末広がりになる
Aピラーの場合

死角が収束する
MAZDA3のAピラーの場合

Aピラーの影に歩行者が
入り続けてしまい、
衝突寸前まで存在に気付かない
といったケースがあります

Aピラー自体の細さと、
従来よりも死角が少なくなる
造形の工夫によって
視認性をサポートします

死角に入り続ける場合がある

末広がり死角

認知しやすい

収束死角

Aピラーの影

歩行者

歩行者

Aピラーの影

Aピラー

Aピラー

ドライバー

ドライバー

車両

車両

※1 一部グレードのみ。
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■ 不注意運転要因を最小化するHMIコンセプト
走行安全を最優先しながらも、さまざまな情報を扱いつつ、運転
にも集中できる�ヘッズアップコクピット�という考え方で、運転
中に発生するさまざまな情報をドライバーとクルマの間で適切
にやりとりするための装置や仕組み（HMI：ヒューマン・マシン・
インターフェース）の開発に取り組んでいます。HMIは人間中心
設計を徹底しており、運転に集中できるコクピット設計により3

つの「わき見」※1（意識のわき見、見るわき見、操作のわき見）を
最小化しています。
運転に必要な情報に優先順位を付け、情報レイアウトをすっきり
と整理し、運転に集中できるようにすることで「意識のわき見」を
低減しています。また、運転席周りの煩雑さを抑え、表示を見や
すくして「見るわき見」を低減し、直感的操作ができるコマンダー 

などで「操作のわき見」を低減しています。

1. 車速などの「絶えず確認が必要なアクティブ情報」はアクティブ・ドライビングディスプレ
イに表示

2. 燃料計などの「クルマの状態を確認するためのステータス情報」はメーターに表示
3. メディア情報などの「快適・利便性のための情報」はセンター・ディスプレイに表示

目の動きで見える範囲

首を下方に向けて見える範囲

①アクティブ・ドライビング・ディスプレイ

②メーター

・車速
・標識
・ナビ情報 など

・タコメーター
・燃料計／水温計
・走行距離 など

アクティブ情報

首を左右に振って見える範囲

③センターディスプレイ

・メディア情報
・地図情報
・ワーニング情報 など

快適・利便情報

運転に集中できるコクピット設計

人間中心の考えを強化し、より進化したHMI

人間中心の考えを強化し、表示面の進化を反映したHMIを、
CX-60より搭載しました※2。大きな進化の一つとして、アクティブ・
ドライビングディスプレイ（ADD）の高画角化です。CX-60では
ADDの表示面積を、 MAZDA3などCX-60以前と比較し、約3倍
に拡大しました。表示面積の拡大により、認知性・瞬読性をより向
上させるため、表示レイアウトも再構築しました。具体的には、「最
適配置」、「表示のグルーピング強化」、「表示サイズの拡大」です。

■最適配置
通常運転時とマツダ・レーダー・クルーズ・コントロール（MRCC） 
などの運転支援システムを作動させている状態で表示する情報
の配置に変化をもたせました。状態に応じて最適な情報配置とな
るため、ドライバーが車両の状態をより直感的に認識でき、シーン
ごとの情報視認時間の最短化の実現を可能としています。

■表示のグルーピング強化
画面上で同種の情報を近接して配置し、情報を一つの塊として
見えるようグルーピングすることで、表示の見やすさを向上し、情
報を探索する時間を削減しています。

■表示サイズの拡大
幅広い年齢層のお客さまに運転を安全に楽しんでいただけるよ
う、文字・グラフィックのサイズを拡大し視認性を向上。また、認
識すべき情報の変化は、色や形の変化を工夫し、ADDを注視し
なくても、気が付きやすいようにしました。

≪通常時≫現在車速を中央に表示

≪ 運転システム作動時≫ 
センサーが検知している周辺情報などを中央に表示

ナビ情報 車速関連情報

運転支援システム情報

※1  3つの「わき見」は次の通り: 
・意識のわき見:スイッチの位置や操作方法を迷うなど運転操作以外に意識を取られる状態 
・見るわき見:情報確認などのために道路を見ていない状態 
・操作のわき見:操作のために体を大きく動かすことで不自然な姿勢になってしまう状態

※2 一部グレードのみ。

ステータス情報
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 先進安全技術「i-ACTIVSENSE」
（アイ・アクティブセンス）※1

マツダは、運転初心者から高齢者まで、さらに多くのお客
さまへ、より安全・安心なクルマをお届けするため先進安
全技術「 i -ACTIVSENSE」の継続的進化に努めています。
「 i -ACTIVSENSE」はマツダが目指す安全性能の考え方
「MAZDA PROACTIVE SAFETY（マツダ・プロアクティブ・セー
フティ）」に基づき開発した先進安全技術の総称です。認知支援
を行いドライバーの安全運転をサポートする「アクティブセーフ
ティ技術」に加え、事故が避けられない状況での衝突回避・被害
軽減を図る「プリクラッシュセーフティ技術」で構成されています。
2022年には以下の機能を追加し、CX-60に導入しました。
・ スマート・ブレーキ・サポート（SBS）： 

[交差点事故回避アシスト機能]、[前進時左右接近物検知機能] 

・ ブラインド・スポット・モニタリング（BSM）: 
[降車時警告機能付] 

・ 360°ビュー・モニター： 

[シースルービュー]

・ マツダ・レーダー・クルーズ・コントロール（MRCC）： 

[速度標識連動型]

日本においては、主要12車種※2の全機種において、衝突被害軽
減ブレーキ（アドバンスト・スマート・シティ・ブレーキ・サポート、ま
たはスマート・ブレーキ・サポート）やペダル踏み間違い時加速
抑制装置（AT誤発進抑制制御）など6つの技術の標準装備を完
了し、経済産業省や国土交通省などが推奨する新しい自動車安
全コンセプト「セーフティ・サポートカーS」（略称：サポカーS※3）の
「ワイド」に該当しています（2023年8月時点）。

 安全運転をサポートする
電子キードライビングサポートプラス※4

ペダルの踏み間違いによる事故は、全ての年齢層で発生してい
る事故です。クルマに乗る人がより安心して運転を楽しめること
を目指し、マツダは、ドライビングサポートプラスをCX-60より導
入しました。進行方向に障害物がない場合でも、急なアクセル操
作により、ペダルの踏み間違い操作と判断した場合、加速を抑制
し、 警報ブザーとディスプレイ表示により、被害軽減を図り、車両
が急加速しないよう支援します。ドライビングサポートプラスは、
オプションとなる専用キーレスの解錠およびエンジン始動するこ
とで、自動的に起動します。このシステムによりAT誤発進制御に
加えて、ペダル踏み間違い事故の抑止および被害軽減へ貢献し
ていきます。

《作動条件》
○ セレクトレバーがP/N以外のとき。
○  車速が前進時約30km/h以下、後退時約15km/h以下のと
き。

※1  「 i-ACTIVSENSE」は、ドライバーの安全運転を前提とした技術であり、事故被害や運転負 
 荷の軽減を目的としています。したがって、各機能には限界がありますので過信せず、安全運 
 転を心がけてください。

※2  MAZDA2、MAZDA3、MAZDA6、CX-3、CX-30 、CX-5、CX-60、CX-8、MX-30、MX-30 (EV
モデル)、ロードスター、ロードスターRFが対象。

※3  国内で社会問題となっている交通事故防止対策の一環として設定された安全運転サポート車
の愛称。特に高齢運転者に推奨する自動車とされている。

※4 ドライビングサポートプラスに関する注意:
・ 運転支援機能のため、機能には限界があります。安全にお使いいただくために、システムを過
信しないでください。システムを過信すると思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。必
ず車両周辺の安全を確認しながら運転してください。
・ドライビングサポートプラスは、状況によっては作動しない場合もあります。
・ 衝突を防止するシステムではありません。また、車両を自動停止させる機能はないため、ドラ
イビングサポートプラスが作動した後も車両は惰性で動きます。周囲の交通状況を確認の上、
必ずご自身でブレーキを踏んでください。
・ お客さまご自身で急アクセル時加速抑制の作動テストを行わないでください。 
状況によってはシステムが正常に作動せず、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

 人間中心の考え方に基づく高度運転支援技術
マツダは、人を深く研究し、人体や脳のメカニズムを理解・モデル
化することで、ドライバーの眠気や疾患などの状態リスク低減に
寄与する高度運転支援技術のコンセプト「MAZDA CO-PILOT 

CONCEPT」を採用しています。人間が心と身体を活性化しなが
ら、いきいきと運転している一方で、クルマは人間と車両の動きを
しっかりと把握し、仮想運転をしています。そして、人が意識喪失
などの不測の事態に陥った場合、クルマが運転操作をオーバー
ライドし、自動で外部に緊急連絡するとともに、他の人や周辺を
危険な状態にさせない最適な場所に自動運転で移動。周辺の安
全を確保し、事故の発生を未然に防止することを目指しています。
自動運転技術を活用し、ドライバーがいつまでも安心して運転を
楽しむことができる「MAZDA CO-PILOT CONCEPT」技術の
開発推進および標準装備化を目指します。
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ドライバー・モニタリング

ドライバー・モニタリングによるドライバー状態検知

ドライバー異常時対応システム（DEA）作動の流れ

■ ドライバー異常時対応システム（DEA）※1

CX-60より、ドライバーの異常を検知し、事故の回避や被害軽
減をサポートする先進安全技術「ドライバー異常時対応システム
（DEA）」を導入しました。DEAはドライバー・モニタリングと連
動し、高速道路、自動車専用道路および一般道を問わず、運転者
が急病などで運転の継続が困難になった場合に、車両を減速・
停止させることで､事故の回避や被害の軽減に寄与するシステ
ムです。2023年4月、同システムは第55回市村賞（主催：公益財
団法人市村清新技術財団）において、「市村産業賞 功績賞」を受
賞しました。

第55回市村賞（主催：公益財団法人市村清新技術財団）に「市村産業賞 功績賞」

STEP  1     ドライバーの状態をモニタリングし、異常を察知　
STEP 1-1   ドライバーの異常を検知したらハザードの点滅を開始し、ま 

もなく緊急停止することを乗員に報知
STEP  2     ドライバーが運転に復帰できない場合、ハザード点滅に加え、 

ブレーキランプの点滅とホーン吹鳴を開始し周囲に異常を知 
らせながら、車両を減速・停止

STEP  3    必要に応じて外部へ自動で緊急通報

MAZDA3
（2019年）
以降

脇見検知 視線・顔向き 視線・顔の向きから
脇見を検知

眠気検知 まぶたの動き まぶたの動きから
眠気を検知

ド
ラ
イ
バ
ー
異
常
検
知

閉眼
閉眼状態 まぶたの開眼度合いから

閉眼状態を検知

CX-60
（2022年）以降 運転操作 姿勢逸脱による

ステアリング非把持を検知

姿勢崩れ 姿勢
（位置・角度）

通常の運転姿勢からの
逸脱を検知

■ ドライバー・モニタリング
2019年のMAZDA3より導入を開始したドライバー・モニタリ
ングは、眠気検知による段階的な警報と、脇見時の前方衝突警
報の早期化の機能を搭載しました。CX-60では、技術をさらに
積み上げ、脇見時の警報追加に加え閉眼状態による居眠り検知、
姿勢や頭部位置の変化による体調急変検知を可能にしました。
居眠り・体調急変ともに、運転操作を含め総合的に判定すること
で、検出精度を向上しています。

＊  DEAの一部機能に関しては、コネクティッドサービスの契約／ナビゲーションシステムのSDカー
ドの挿入が必要になります。

※1  Driver Emergency Assistの略。ドライバーの安全運転を前提としたシステムです。作動には
条件があり、また機能には限界がありますので過信せず、安全運転を心がけてください。詳しく
は店頭または公式ウェブサイトをご確認ください。

TOPICS
ドライバー異常時対応システムに関する
最新の国連協定規則に国内初対応

2022年9月、CX-60＊1が、日本で初めて、ドライバー異常時 
対応システムに関する最新＊2の「国連協定規則第79号第4 
改訂」を踏まえた道路運送車両法の改正保安基準＊3に適合 
するものとして、国土交通大臣より型式指定を取得しました。 
これは、運転者が無反応状態になった場合に、自動で安全 
に停止や操舵する緊急機能を備える自動車に適用されるも 
のです。DEAによるリスク低減機能が、上記の改正保安基準 
で定める国連協定規則の技術要件へ適合しました。今回の 
型式指定の取得は、新型車への適用となる2023年9月に 
先駆けたものとなります。今後もマツダは、高度運転支援技 
術を活用してドライバーを見守り、運転できる楽しさと自由 
な移動を支援し、お客さまの生活を豊かにし、生きがいの 
創出に貢献します。

＊1  国内仕様のe-SKYACTIV D、SKYACTIV-D 3.3、e-SKYACTIV PHEV、SKYACTIV-G 
2.5 搭載モデル

＊2 2022年11月時点
＊3 詳細については以下URL参照
　 国土交通省報道発表資料

https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha10_hh_000260.html

 ドライバー異常時対応システムに関する最新の国連協定規則に国内初対応

DEAを搭載するCX-60

https://newsroom.mazda.com/ja/publicity/release/2023/202303/230323a.html
https://newsroom.mazda.com/ja/publicity/release/2022/202212/221220a.html
https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha10_hh_000260.html
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■ 事故発生時の傷害を軽減する技術
万一の衝突事故の際に、乗員や歩行者の傷害と相手車の被害を
軽減できるよう、市場で実際に起こるさまざまな事故・傷害形態
の分析と人体における傷害発生メカニズム（人間研究）を軸に開
発を進めています。
さまざまな方向からの衝突でもキャビンの変形を最小限に抑え
る強固でエネルギー吸収効率を高めたボディ構造や、さまざまな
事故による傷害を軽減させるために乗員や歩行者の人間特性に
基づいて開発した保護構造を採用し、衝突安全性能を大きく進
化させています。主な技術は以下の通りです。

軽量・衝突安全ボディ：
ピラーやフレームへの高強度材料の採用、骨格の結合部強化や
断面形状の工夫により、強固で高いエネルギー吸収効率を備え
たボディ構造とすることで、さまざまな方向からの衝撃を効率的
に吸収し、分散して支えることでキャビンの変形を軽減します。

乗員保護 ：
体型が異なる乗員や高齢者などの人間特性に基づいて傷害を
軽減させる技術を開発し、さまざまな事故・傷害形態に備えた乗
員保護構造を採用しています。

歩行者保護 ：
万一の衝突事故の際、乗員だけでなく歩行者の傷害も軽減させ
る技術として、さまざまな受傷部位に備えた保護構造を採用して
います。

軽量・衝突安全ボディ

前面衝突安全性能(フロントボディ構造)

側面衝突安全性能(アンダーボディ構造)

運転席ニーエアバッグ

脚部保護対策

2022年導入 CX-60からの採用技術
2022年4月に欧州で発売されたCX-60において、以下の技術を採用しています。

軽量・衝突安全ボディ

超高張力鋼板
980MPa以上の超高張力鋼板の使用比率を先代モデルの約13%から約21%へと向上。
1,470MPa級の冷間プレス材及び1,800MPa級の熱間プレス材を車体構造用部品として
マツダで初めて採用し軽量化を実現。

前面衝突安全性能
バンパービームとペリメータービームを左右に延長することで、さまざまな方向からの衝突
に対する自車と相手車の被害軽減にも対応。

側面衝突安全性能
木や電柱などへの側面衝突時でもフロア下に搭載された駆動用バッテリーの保護と生存ス
ペースを確保するため、高強度のアンダーボディ構造を採用。

乗員保護

フロントシート
追突時の頚部傷害を軽減させるため、剛性を高めたシートフレームとたわみにくいシートス
ライダーで初期のシート後傾を抑え、部位ごとに硬さを適正化したシートバッククッションで
頭部の拘束を早めつつ、頭部と上体の相対運動を軽減。

シートベルトラップアンカー
衝突時に前席乗員の体をより早く座席に固定するため、前席シートベルトのラップアンカー
部を従来のフロア固定からシート固定構造に変更し、シートの前後位置に関係なくどの位
置でもシートベルトのたるみ量を低減。

運転席ニーエアバッグ
膝前周りに展開する運転席ニーエアバッグを採用。前面衝突時の乗員の前方移動を軽減す
ることで、胸部・腹部・脚部の傷害を軽減。

前席サイドエアバッグ
折り畳み・パッケージの工夫により展開と乗員拘束を早期化し、エネルギー吸収ストローク
の有効活用による乗員拘束力の適正化で、耐性が低い高齢者の傷害低減にも配慮。

歩行者保護

頭部保護対策
歩行者の頭部がボンネットに衝突した際に、ボンネット内側の構造で頭部を柔らかく受け止
めつつ、エンジンルーム内部のエンジンや構造物などの硬い物に頭部が接触しないようにスペー
スを確保することで、頭部傷害を軽減。

腰部/脚部保護対策
腰・脚部の骨折による傷害と膝靭帯の損傷を軽減させるため、フロントバンパーに衝突した
腰・大腿部はフェイスアッパー、下腿部はロアスティフナで衝撃を柔らかく受け止め、膝関節
の外反による屈曲を軽減。

歩行者傷害

骨盤骨折
大腿骨骨折

膝靭帯損傷

脛骨骨折

保護対策

ロアスティフナ

フェイスアッパー
（内部構造）
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■ マツダの安全技術に対する社外からの評価
マツダの安全技術に対して、高い評価をいただいています。

第三者による安全性能評価

（2023年5月末時点）

デミオ／
MAZDA 2 MAZDA 3 アテンザ／

MAZDA 6 CX-3 CX-30 CX-5 CX-50 CX-60 CX-8 CX-9 MX-30 ロードスター
／MX-5

日本

J-NCAP
＊1

（衝突安全
性能評価）

5★
（2014年） ー＊6 5★

（2013年）
5★

（2015年）
5★

(2021年)

5★
（2017年）

  ー＊5 4★
（2022 年）

5★
（2017年） ー＊5 ー＊6 ー＊6

J-NCAP
＊1

（予防安全
性能評価）

ASV+
（2014年） ー＊6 ASV+++

（2018年）
ASV+++
（2018年）

ASV+++
（2018年）

ASV+++
（2018年） ー＊5 ー＊6 ー＊6

米国

US-NCAP
＊2

  ー＊5 ー＊6
  ー＊5

  ー＊5 ー＊6 5★
（2023MY）   ー＊6

  ー＊5 ー＊5 5★
（2023MY）   ー＊6 ー＊6

IIHS
＊3

  ー＊5
23TSP   ー＊5

  ー＊5
23TSP 23TSP 23TSP   ー＊5 ー＊5

23TSP ー＊6 ー＊6

欧州 Euro-NCAP
＊4 5★＊8

（2020年）
5★

（2019年）
5★

（2018年）   ー＊6 5★
（2019年）

5★
（2017年）   ー＊5 5★

（2022 年） ー＊5 ー＊5 5★
（2020年） ー＊6

新車アセスメントプログラム（NCAP）の直近の評価取得状況＊7

評価を受けた車種 最高ランク5★獲得車種数/
評価を受けた車種数

日本 J-NCAP＊1 CX-60 0/1

米国 US-NCAP＊2 CX-5、CX-9 2/2

欧州 Euro-NCAP＊4 CX-60 1/1

＊1 Japan New Car Assessment Program（独）自動車事故対策機構（NASVA：National 
Agency for Automotive Safety and Victims' Aid）が実施する安全性能評価。衝突安全
性能評価は5★（ファイブスター）が最高評価。
予防安全性能評価はASV+++（2018～2019年）が最高評価。

＊2 National Highway Traffic Safety Administration New Car Assessment Program  
NHTSA（米国運輸省道路交通安全局）が実施する安全性能総合評価。5★（ファイブスター）
が最高評価。

＊3 Insurance Institute for Highway Safety Rating IIHS（米国道路安全保険協会）が実施す
る安全性能総合評価。Top Safety Pick+（プラス）が最高評価。

＊4 European New Car Assessment Programme 欧州各国の交通関連当局などで構成され
た独立機関が実施する安全性能総合評価。5★（ファイブスター）が最高評価。

＊5 2023年5月末時点未導入。
＊6 未評価。
＊7 OEM車種を除く。
＊8 MAZDA 2 Hybrid。

車種別

（2023年5月末時点）
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人への取り組み

交通事故は直接的・間接的原因を含め人に起因するものが大半
を占めると言われています。
マツダはさまざまなコミュニケーションを通じて、子どもから大人
まであらゆる人の安全意識向上に取り組んでいます。

■ 交通安全啓発
地域の行政や団体と連携し、マツダおよび国内・海外のグループ
会社はさまざまな安全啓発活動を行っています。
2022年度は、ヌマジ交通ミュージアム（広島市交通科学館）で開
催された「交通安全チャレンジフェスタ」に参加したほか、シート
ベルト着用率向上を目的に2017年から（一社）日本自動車連盟
（JAF）広島支部と協力して行っている安全啓発活動を継続して
実施しました。時速5キロの衝突疑似体験や、お子さま対象の安
全啓発クイズ、ミニカーを用いた衝撃吸収実験を通して、全席シー
トベルトの着用の重要性を説明しました。

■ 安全運転実技
マツダはクルマを意のままに気持ちよく操り、同時に安全に走る
ための理論と技術を身に付ける体験＆トレーニング「マツダ・ド
ライビング・アカデミー」を2014年度より国内で実施しています。
より多くのお客さまに、「走る・曲がる・止まる」の基礎訓練から、
サーキットを走る醍醐味までを味わいながら、運転技量や安全
運転の意識向上に役立てていただくよう、ニーズやレベルに応じ
たカリキュラムをご用意しています。2022年度は7回実施しました。

マツダが参加するITSプロジェクト
ドライビングポジション講習

急制動体験

プロジェクト 概要 主体

ASV 
（Advanced

Safety Vehicle）

通信利用型の安全運転支援システムなどの先進技術を利用し
て、ドライバーの安全運転を支援するシステムの研究開発を推進。
1991年より第1期プロジェクトが開始され、現在第7期の検討
が進められている。

国土交通省
自動車局

ITS Connect＊

自動車関連技術と新たなITS通信を組み合わせた運転支援シ
ステムの実用化、および普及を促進するための推進母体。ITS専
用周波数を活用した運転支援システム（ITS Connect）の基盤
となる技術の検討と運用支援を行い、安全・安心な交通社会を
実現することを目指している。

ITS Connect
推進協議会

＊ ITS Connect 推進協議会ホームページ（https://www.itsconnect-pc.org/）

※1 ITS（高度道路交通システム）情報通信技術を用いて、クルマと人と交通環境を結び、国内にお
ける渋滞緩和や事故防止を図るシステム。

シートベルト・チャイルドシート着用啓発

■ ITS※1を活用した安全な社会への取り組み
交通事故や渋滞は、多くの国・地域で社会問題になっています。こ
の問題解決のために、道路や自動車を高機能化しようという動きが、
世界各地で進んでいます。マツダは、政府や地方自治体、関連企
業と連携して、社会全体で安全なクルマ社会の実現を目指してい
くため、官民主体のITSプロジェクトに自動車メーカーの視点で
積極的に参加しています。

■ 見えていない危険をドライバーに知らせる技術
マツダはITSを、マツダの先進安全技術「 i-ACTIVSENSE」でも検
知できないような、距離が遠すぎる対象や見通しのきかない交差
点などでの見えていない部分を検知することを目指し、研究開発
を進めています。

道路・インフラへの取り組み

https://www.itsconnect-pc.org
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心豊かに生活できる 
仕組みの創造

※1  Mobility as a Service（MaaS）：地域住民や旅行者一人ひとりのトリップ単位での移動ニー
ズに対応して、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・
決済などを一括で行うサービス。

日本版MaaSの推進にあたり設定された5つの地域類型

   「都市と地方の新たなモビリティサービス懇談会中間とりまとめ概要」（国土交通省）をもとにマツダにて作成

■ 社会課題解決に向けた考え方
マツダは、コネクティビティ技術をもっと人と人、人と社会がつなが
る姿へ進化させ、安全・安心で自由に移動することが可能な、心豊
かな暮らしにつながる社会貢献モデルの構築を目指します。また、
自動車メーカーの強みを生かした社会への貢献を積極的に行い、
ブランド価値向上への取り組みを進めます。

「令和2年版情報通信白書」（総務省）によると、日本は課題先進
国と称されるように、諸外国に先んじて人口減少、少子高齢化、
都市部への人口集中などが進んでおり、近年さまざまな課題が
顕在化してきています。
都市部では、日常的な渋滞や混雑による、移動時間・通勤時間
の伸長などの社会的損失が発生しています。また地方では、鉄
道やバスなどの公共交通サービスの減少・廃止による交通空白
地帯が拡大し、自家用車による移動が困難な人々の、日常生活
を送る上での移動の自由が限定されています。
このような、特性や課題が異なる地域住民などの移動ニーズに
効率的に対応する手段として、「Mobility as a Service（MaaS）※1」
への期待が高まっており、日本全体で検討が進む中、自動車業
界でも関連技術の開発や移動サービスの仕組みづくりへの取り
組みが進められています。

社会課題の認識

社会

■ 社会課題解決に取り組む理由
2030年ごろには、世界的なデジタル化や効率化ツールの普及
を受け、クルマも通信との連携による利便性の追究が進み、多
様なサービスが続々と提供されて、便利さを追求するサービス
の選択が重要な価値となっていると考えられます。
人口の集中に伴うインフラ整備が進む大都市部では、シェアリン
グサービスや公共交通機関並みのクルマの利用とサービスの提
供が発達し、移動への不安や不便がますます解消されていると
考えられます。
一方で、国内の中山間地域における、公共交通の空白化などに
よる高齢者やお身体の不自由な方を中心とした移動手段の不
足の問題には、サービスの提供だけでは解決しない、地域活性
化の課題も含まれています。
マツダは、クルマとコネクティビティ技術を活用することにより、
地域住民が助け合うコミュニティ、そこに参加する地域内外のド
ライバーの方々、そこで生まれる人と人とのつながりを創出して
いきたいと考えています。

課題解決に向けたマツダの考え方

（1）大都市型 （2）大都市近郊型 （3）地方都市型 （4）地方郊外・過疎地型 （5）観光地型

地域特性
• 人口：大
• 人口密度：高
• 交通体系：鉄道主体

• 人口：大
• 人口密度：高
• 交通体系：鉄道／
自動車

• 人口：中
• 人口密度：中
• 交通体系：自動車主体

• 人口：低
• 人口密度：低
• 交通体系：自動車主体

• 人口：－
• 人口密度：－
• 交通体系：－

地域課題
• 移動ニーズの多様化へ
の対応

• 潜在需要の掘り起こし
• 日常的な渋滞や混雑

• ファースト／ラスト
マイル交通手段の
不足

•  イベントや天候などに
よる局所的な混雑

• 自家用車への依存
• 公共交通の利便性・
事業採算性の低下

• 運転免許返納後の高
齢者、自家用車非保
有者の移動手段不足

• 自家用車への依存
• 地域交通の衰退
• 交通空白地帯の拡大
• 運転免許返納後の高
齢者、自家用車非保
有者の移動手段不足
の深刻化

• 地方部における二次
交通の不足、観光交
通の実現

• 急増する訪日外国人
の移動円滑化

• 多様化する観光ニー
ズへのきめ細やかな
対応

https://www.mlit.go.jp/common/001280181.pdf
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自動車メーカーの強みを生かした社会への貢献

マツダは、これまで培った技術やスキルを活用し、社会課題の解
決に貢献できるよう、さまざまな取り組みを進めています。マツダ
に関わる人々との対話と共創を大切にしながら、社会の持続的
な発展を目指します。

コネクティビティ技術を活用した
乗り合いサービスの実証実験

マツダは、クルマとコネクティビティ技術を活用して、地域住民が
助け合うコミュニティ、そこに参加する地域内外のドライバーた
ち、そこで生まれる人と人を通じたリアルな発見、体験、成長を創
出していきます。そこには人間らしさがあふれ、「生きる歓び」を実
感できる世界があると考えるからです。
昨今、国内の中山間地域において、公共交通の空白化などによリ
移動手段の不足が社会問題になっています。このような社会問題
に対応するため、マツダは、2018年12月より、広島県三次市に
おいて地域住民の皆さま、行政機関である広島県および三次市

■ 予期せぬ災害による避難の際の車中泊のサポート
予期せぬ災害が頻発する昨今、自動車メーカーとしての知識を
生かし、避難した場所で車中泊する際に活用できる商品をセット
にしたマツダ純正用品緊急防災「車中泊セット」を発売しました。
「エコノミークラス症候群」になるリスクを軽減するための着圧
ソックスなど車中泊を過ごしやすくする商品や、携帯トイレ、給水
バッグなどに加え、バッテリー上がりの際に役立つケーブルなど
も備えたセットとなっています。令和2年7月豪雨災害時には、支
援活動・復旧活動に役立てていただくために、この車中泊セット
を被災地へ送付しました。また、2022年7月にはより多くの方々
にご利用いただくことを視野に入れ、お求めやすい安価タイプ
「車中泊セット（5L）」を追加しました。

緊急防災「車中泊セット」

乗り合いサービスの
実証実験  概要

と連携して、コネクティビティ技術を活用した支えあい交通サー
ビス実証実験を開始しました。マツダは運行管理システムおよび
利用者用アプリの開発を担当しています。実証地域の三次市川
西地区と作木町の方々に継続利用していただきながら地域との
対話を通じて利便性向上と効果検証を行っています。
現在、地域交流イベントや、農産物の出荷・集荷などの地域情報
と支えあい交通サービスの連携により地域内外の人や物の移動
をシームレスにつなぐといったさまざまな施策を通じて、より多
くの人々に使っていただき、地域活性化につながる持続可能な
サービスの実現に向けて取り組んでいます。
また、2021年12月より東広島市へ活動の場を広げ、支えあい
交通サービスによる移動問題の解決に加え、マツダが持つ再生
可能エネルギーやEVをはじめとしたモビリティ技術を生かした、
サステナブルな暮らし方やサーキュラー・エコノミーによる豊か
な社会の実現を目指し、地域の方々と共に検討を進めています。 
マツダは、この取り組みを通して、地域の活性化と、いつまでも安
全・安心で自由に移動することが可能な、心豊かな暮らしにつな
がる社会貢献モデルの構築を目指します。

移動を促す仕掛けや、
地域経済を活性化する
仕掛けを創出して連携

行政機関

マツダ 地域イベント連携

駅・バス停

診療所

スーパーなど

電話やアプリを通じて依頼

アプリ・車両提供

支援制度／法令手続きなどサポート
送迎（乗り合い）

手配・配車

ドライバー

サービス利用者

地域

出典：川西自治連合会支えあい交通サービス実証実験の様子
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各国・地域のニーズに即した社会への貢献

良き企業市民としての責任を果たすため、それぞれの国・地域の
ニーズに即した社会貢献取り組みを継続的に行っています。

■ 取り組み基本方針
基本理念
グローバルにビジネスを展開しているマツダは、企業活動を通じ
て、持続可能な社会の実現に寄与するために、それぞれの地域
のニーズに即した取り組みを継続的に行い、良き企業市民とし
ての責任を果たしていきます。
活動方針
■    国内・海外のマツダグループの本業を通して社会的課題に積
極的・継続的に取り組む。

■    地域と協働し、それぞれの地域ニーズに即した活動を行い持
続可能な社会の発展に貢献する。

■    従業員の自発的ボランティア活動を重視・支援する。多様な
価値観を取り入れることで、柔軟性のあるいきいきとした企
業風土の醸成を目指す。

■   活動内容を積極的に開示し、社会との対話に努める。
3つの柱
 「環境・安全」「人材育成」「地域貢献」の3つを社会貢献活動の
柱とし、地域に根ざした活動を推進していきます（  P79-80）。

社会貢献 取り組み基本方針3つの柱

環境 ・ 安全

人材育成

自動車メーカーと
しての責任

社会の基盤・企業活
動の要となる「人」や
次世代を担う「人」の
育成

地域貢献
良き企業市民として、
地域の社会的課題
に対応

■ 推進体制
2010年5月に「社会貢献委員会」を設置し、定期的に（年2回）
開催する委員会では、CSR経営戦略委員会（  P9）で決定し
た社会貢献に関する方針などに基づき、マツダグループ全体の
課題を討議し情報を共有しています。
関連部門で構成するワーキンググループでは、具体的な活動内
容を検討します。
2010年からの委員会活動を通じて、グローバルおよびグループ
視点での情報収集・活用を継続的に強化しています。個々の活
動の実施にあたっては、各拠点・各部門がそれぞれ予算化し対
応しています※1。

2022年度の主な実績
■    国内・海外で、700件※2以上の活動を実施しました※3（社会
貢献活動費：約20.6億円）。（  P121）

■    社会貢献プログラム影響評価指標に基づいたマツダ社会貢
献活動優秀賞を設立し、PDCAサイクルを継続しています。

CSR経営戦略委員会

社会貢献委員会

委員長：総務担当役員
副委員長：グローバルマーケティング担当、グローバ
ル人事担当、首都圏事業担当、国内営業担当

社会貢献委員会ワーキンググループ（関連部門で構成）

事務局：総務部

推進体制図

第9回マツダ社会貢献活動優秀賞
実施体制

広島：マツダ地域
　　  貢献委員会

国内拠点

■ 社会貢献プログラム影響評価指標
社会の課題を解決するとともに、企業価値の向上に貢献するプロ
グラムを評価・促進するため、2014年度より社会貢献プログラム
影響評価指標を設定し、PDCAプロセスを構築しました。
指標は「社会への影響」「会社への影響」「マツダらしさ」の3つの
視点で設定し、評価しています（具体的には、「受益者の数」「従業
員の参加数」「社会貢献3つの柱との整合」などの8項目構成）。

■ マツダ社会貢献活動優秀賞
優れた社会貢献活動に対する表彰制度「マツダ社会貢献活動優秀賞」
を2015年1月に創設しました。この制度は、マツダグループで取り組ん
でいる活動をより多くの方に知っていただくとともに、社内外に喜ばれ
る活動がさらに増えていくことを目的としています。表彰対象は、社会
貢献プログラム影響評価指標をふまえ、社会貢献委員会ワーキンググ
ループメンバー、マツダ労働組合、およびマツダ労働組合連合会が連
携して評価し、社会貢献委員会で選定します。受賞した活動に対しては、
毎年1月、会社創立記念日にあわせて社長名の表彰状が贈られます。
■   第9回マツダ社会貢献活動優秀賞
2022年度の表彰対象は、マツダ社会貢献活動レポート※3掲載
の社会貢献活動（活動時期：2021年4月～2022年3月）の中
から選ばれました。

活動名

大賞 トイドライブ
（マツダデメヒコビークルオペレーションズ）

特別賞 ウクライナへの支援
（マツダモーターヨーロッパN.V.）

特別賞 子どもたちへの学習支援（マツダ（株））

奨励賞 折り鶴プロジェクト
（マツダモータースオブニュージーランドLtd.）

※1 日本、米国、オーストラリア、ニュージーランド、南アフリカでは、別途マツダ財団を通じての
活動を実施。

※2 社会貢献活動該当範囲：マツダ単体と主要子会社の連結ベース。金銭寄付、現物寄付、施
設開放、社員の参加・派遣、自主プログラム、自然災害被災地支援。

※3  マツダ株式会社企業サイト「社会貢献への取り組み」
https://www.mazda.com/ja/sustainability/social/

海外拠点

https://www.mazda.com/ja/sustainability/social/
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■ 従業員のボランティア活動支援
従業員がボランティア活動に積極的に取り組めるよう、支援を
行っています。
■  活動する機会の提供（マツダスペシャリストバンク、マツダボ
ランティアセンターなど）

■  活動する費用の一部補助（マツダ・フレックスベネフィット※1

など）
■  活動に伴う休暇の支援（ハートフル休暇制度（  P118）に
含まれるボランティア休暇など）

■  ボランティア研修受講機会の提供

■ 自然災害被災地支援
マツダグループでは被災地の復興を願ってさまざまな支援を
行っています。地震や異常気象などが生じた際、マツダ本社と現
地拠点が連携をとり、適切な支援を行っています。
支援事例：東日本大震災／平成29年九州北部豪雨／平成30

年7月豪雨（西日本豪雨）／平成30年台風21号／平成30年北
海道胆振東部地震／令和元年台風19号／令和2年7月豪雨災
害（日本）、米国ハリケーン（米国）、メキシコ地震（メキシコ）、タ
イ南部洪水（タイ）、トルコ・シリア地震（トルコ・シリア）など。

■ 財団を通じた社会貢献
マツダおよびグループ会社は5カ国で財団を設立し、それぞれの
地域に適した支援活動を促進しています。

国 財団名 支援内容／目的 設立年 2022年度助成（寄付）金額

日本  マツダ財団 科学技術の振興と青少年の健全育成 1984年 5,112万円

米国 マツダ財団 USA 教育・環境保護・社会福祉・異文化交流の助成 1990年 49.8万米ドル

オーストラリア マツダ財団 オーストラリア 教育・環境保護・科学技術振興の助成、社会福祉関連取り組みへの貢献 1990年 125.4万豪ドル

ニュージーランド マツダ財団 ニュージーランド 教育・環境保護・文化活動の助成 2005年 22.2万NZドル

南アフリカ 　　  マツダ財団 南アフリカ 教育、キャリア開発、技術開発、環境保全などへの貢献 2017年 104.5万ランド

マツダは、トルコ・シリア地震の被災地域ならびに被災者へ
の支援活動に役立てていただくため、日本赤十字社を通じ
て、1,000万円を寄付しました。また、トルコ・シリア周辺国
の販売会社などでは、被災地での人道支援活動を支えるた
め慈善団体などへ寄付を行いました。

TOPICS トルコ・シリア地震に対する支援

   トルコ・シリア地震に対する支援

※1  選択型の福利厚生制度。あらかじめ定められたポイントの範囲内で社員個人が選んだ福利厚
生メニューの補助が受けられる仕組み。

https://mzaidan.mazda.co.jp
https://www.mazdafoundation.org
https://mazdafoundation.org.au
https://mazdafoundation.org.nz
https://newsroom.mazda.com/ja/publicity/release/2023/202302/230222b.html
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■ 3つの柱に基づいた取り組み
「環境・安全」「人材育成」「地域貢献」の3つを社会貢献活動の柱
とし、マツダが事業活動を行っているそれぞれの地域に根ざした
活動を推進しています。

環境・安全
マツダのビジネスは地球温暖化やエネルギー・資源不足、交通
事故などの社会的課題に関係／影響があります。これらの課題
に対応するため、本業のみならず社会貢献活動においても「環
境」「安全」の視点を大切にしています。
■  各種イベントでの環境啓発、環境教育のための講師派遣、生
物多様性保全を含む各種環境保全ボランティア活動など

■  イベントにおける交通安全に関する講演、安全運転講習の
実施など

[環境]

日本／地域清掃活動
マツダ、グループ会社、全国の販売会社では、定期的に会社周辺
の清掃や雑草除去など、美化活動に取り組んでいます。2022年
度、マツダでは、グループ会社・地元行政と連携し、地域貢献活動
の一環として、清掃ボランティアに取り組みました。

[安全]

日本／旗振り活動
マツダを母体とした社会人ラグビーチーム「マツダスカイアクティ
ブズ広島」は2022年7月、「広島県夏の交通安全運動週間」にお
いて、広島市、広島県警察、交通ボランティアの皆さまと連携し、
交通事故を未然に防ぐための啓発活動を行いました。国内の販
売会社では、店舗周辺の交通安全立哨活動を行っています。リフ
レクターの配布や、旗を設置するなど近隣住民に対し、交通安全
意識の高揚を図り交通事故の減少を目指しています。

ニュージーランド／実践的な学習の開発支援
マツダモータースオブニュージーランドLtd.は、2004年から
ニュージーランドの代表的な保護団体「プロジェクト・クリムゾ
ン・トラスト」の活動支援を行っています。また、2022年からは、
当初、同団体と共同で実施していた「ツリーメンダス」プロジェク
トを独自に運営しており、自然の中で実践的に学び、環境に配
慮し、守っていく術を子どもたちに教えています。

日本／カーブミラー清掃
国内の販売会社では、交通安全週間などに合わせ、交通安全に
寄与する活動として、カーブミラーの清掃・点検を定期的に実施
しています。地元の警察署などと連携し活動を行っており、カー
ブミラー視認性の確保、破損などの状況を管轄警察署に届け出
ることで、通行車両の交通事故防止を目指しています。
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人材育成
人は社会や企業活動の要であり、次世代を担うとの考えの下、社
会貢献活動においても「人材育成」の視点を大切にしています。
　■  ものづくりなどの専門知識や技能を生かした講義・講演
　■  インターンシップの実施、敷地内の施設を活用した自動車
に関する学習支援など　

地域貢献
ビジネスを展開している国・地域において、各地域社会が抱える
固有の課題に対応するため「地域貢献」の活動を推進しています。
　■  慈善団体への寄付や車両の寄贈、慈善活動への参加
　■  スポーツ・文化の振興など

[人材育成]

日本／子どもたちの学習支援
マツダグループでは、小学生から大学生を対象に職場見学や職
業講話などを行っています。マツダでは、コロナ禍で社会科見学
を実施できなかった近隣の小中学校を対象に工場見学を行い
ました。その他、（公社）自動車技術会主催の小学生対象「キッズ
エンジニア」に毎年参加しています。2022年度はプログラム「自
分だけの『マフラー』をつくって音のひみつを探ってみよう！」を地
域の公民館と横浜の会場で実施しました。

[地域貢献]

日本／フードドライブ
マツダ、グループ会社、国内の販売会社では、「食品ロスの削減」
「地域共生」を目的に、多くの従業員の協力を得ながら活動を
行っています。マツダでは、広島本社の構内と独身寮に収集箱を
設置し、回収した食品を仕分けた後、フードバンク事業を行って
いる各種団体へ寄贈しました。

南アフリカ／子どもたちの教育、健康的な暮らしへの支援
マツダ財団南アフリカでは2020年度より、教育や成育環境の問
題などに直面する子どもたちが、健康的な生活や暮らしを享受
できるようさまざまな取り組みを行うNGO「バタフライ・ハウス」
の活動を支援しています。バタフライ・ハウスでは、子どもたちが
安全に遊べる場所の充実に注力し、遊び場の拡張を図っていま
す。2022年度は、日差しや暑さから子どもたちを守り、運動場で
楽しく過ごせるよう、日除けネットを寄贈しました。

グローバル／折り鶴プロジェクト
世界各国の販売統括会社から千羽鶴を集め、広島市にある平
和記念公園に奉納しています。この活動は、コロナ禍で千羽鶴
の寄贈数が激減したことから広島市まちづくり市民交流プラザ
より協力依頼があり始まりました。現在では世界中のマツダ従
業員・販売統括会社・お客さまと、平和を祈念したり、グローバル
でのつながりを体感する活動となっています。2022年度は10カ
国が参加し、合計約24,000羽の折り鶴が集まりました。集まっ
た折り鶴は社会福祉施設で千羽鶴へ仕立てていただき、広島市
に奉納しました。




